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          ～仲間とともに高めあい 豊かな学びと心を大切にする学校～ 

 

まもなく２学期が終了します。コロナ対策をしながらの学校生活でしたが、多くの行事を実施すること

ができました。家庭や地域、関係者の方々の多くのご協力を得ながら、教育活動を進め、貴重な経験を積

みあげることができました。感謝の気持ちを持って、この経験をつぎのステップの力に変えていきまし

ょう。新しい年になると３年生は卒業後の進路実現に向けて、１，２年生は次の学年に向けての取り組み

が本格化します。なかなかほっとすることもできないかもしれませんが、リフレッシュしながら英気を

養って素晴らしい新年をお迎えください。 

 

 新生徒会の活動が始まっています。各委員会の活動など順調に進んでいるでしょうか？ 

今回、生徒会長および副会長の３名と話をする機会を持ちました。３名ともに、就任以来、みなさんに

声をかけてもらうことが増えて「頼られるようになった」ことを実感しているようで、やる気に溢れ、頑

張っていこうとする気持ちが十分に伝わってきました。そして「みんなが毎日来たいと思える学校づく

り」を進めていきたいと異口同音に力強く語ってくれました。そのために、会長は「一人の力ではなく、

周囲の意見をよく聴きながら、みんなの力を大切にしたい」、副会

長は「笑顔、明るさを忘れずに礼儀正しく振る舞うことを大事に

していきたい」、「自分自身も先輩とのつながりが増えたので、対

話や楽しい会話ができる雰囲気をつくっていきたい」と決意を述

べてくれました。 

何よりも、みなさんの応援や協力する気持ちがうれしいとのこ

とです。全校生徒が力を合わせて、学校づくりを進めていってく

れることを多いに期待しています。 

 

 ３年生のみなさんにとっては、自分の進路を切り拓いていくための正念場がやってきました。１，２年

生のみなさんにとっても、いずれはやってくる道です。テストや部活動の大会などで、自分の持っている

力以上のものを出そうとすると、かえってリズムを崩し、実力を十分に発揮できずに終わってしまうこ

とがあります。受験を前に誰もが不安な気持ちになるものですが、最後まで「自分のできること」を見極

めて、それを着実に実行に移し、小さな自信を積み重ねていくことが大切です。まだまだ時間は残されて

います。あせらず、あわてず、あきらめずに自分の道を切り拓いていってくれることを願っています。 



  １２月１３日（火）京都での２年生班別自主研修を実施しました。朝から

雨模様でしたが、見事に天候も回復し絶好のコンディションとなり、京都で

の自主研修を満喫しました。日常では味わえない体験ができ、たくさんの笑

顔、楽しそうな表情が見られ良かったです。 

集団行動をするにあたっての一人ひとりの

責任の重さ、班でのコミュニケーションの大

切さ、状況に応じて臨機応変に行動すること

など、たった１日でしたが、自分たちの計画し

た行程を遂行するのに必要なことがたくさん

あることも実感できました。日常生活や３  

年生での修学旅行にも是非、つなげていってほしいと思います。 

 

 先日の「テクテク探検隊！新中ＷＡＬＫ」で俳句づくりと映え写真の撮影に取

り組みましたが、その作品が１年生のフロアに掲示されています。活動中のミッ

ションに意欲的に取り組み、どの作品も工夫を凝らしアイデア豊かに創ったこと

が伝わってきて、とても値うちのある作品

だと感じています。 

コンテストも開催されて学年集会では表

彰式も行われました。１年生の保護者のみ

なさまも、俳句の審査にご協力いただきあ

りがとうございました。 

 

１２月２６日（月）にアンサンブルコンテスト南部地区予選が

開催されます。本校からは、サクソフォーン四重奏のメンバーが

代表として参加します。２年生の２名と１年生の２名の４人が、

それぞれ種類の違うサクソフォーンを演奏しハーモニーを奏で

ます。 

大会まで、あと少しの時間ですが、悔いの残らない演奏ができ

るように頑張ってください。緊張もするでしょうが、大きな舞台

で演奏することを楽しむ気持ちで自分たちの納得いく演奏が出

来ることを願っています。 


